
１ 　 第 7 7 6 2 号 　 2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ７ 月 １ ６ 日 ㈬

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

八 坂 神 社 を 出 発 す る 御 神 輿 （ 昨 年 ）
舞 」 が 奉 納 さ れる 。 今 年 は 、 北 川佳 歩 さ ん （ 良 城小 ）  、 金 子 文 香 さん （ 小 郡 南 小 ）  、佐 川 琴 音 さ ん （ 宮野 小 ）  、 藤 本 桃 寧さ ん  （ 同 ）  が 、 練 習を 重 ね た 優 雅 な 舞を 披 露 す る 。 続 い

　

2 0日  （ 日 ）  か ら

2 7日
　

（ 日 ）  ま で 、 山 口 市 中 心 部を 舞 台 に 山 口 祇 園 祭 が 開か れ る 。　
米 紙 ニ ュ ー ヨ ー ク ・ タ

イ ム ズ で 「 小 規 模 な が ら６ ０ ０ 年 の 歴 史 が あ る 」と 紹 介 さ れ た 山 口 の 夏 を告 げ る 風 物 詩 で 、 八 坂 神

社 （ 山 口 市 上 竪 小 路 ） の祭 礼 。  「 裸 坊 」 に よ る 御

お

神
み

輿 こ し

の 巡 行 、 山

や ま

鉾 ほ こ

で の 祇

園 囃
ばやし

子 の 演 奏 、 鷺

さ ぎ

の 舞 、

御 旅 所 （ 山 口 市 駅 通 り１ ） で の 鷺 替 え 行 事 （ 福引 ）  、 市 民 総 踊 り な ど 、期 間 中 は さ ま ざ ま な 神事 ・ 行 事 が 繰 り 広 げ ら れる 。　
祭 り の 前 夜 で あ る

1 9日

（ 土 ）  午 後 ８ 時 か ら は 、 御神 霊 を 御 神 輿 （ ８ 角 、 ６角 、 ４ 角 の ３ 基 ） に 移 す「 前 夜 祭 ・ 御 神 輿 遷 霊祭 」 が 開 か れ る 。 ち ょ うち ん の 炎 だ け が ほ の か にゆ ら め く 暗 が り の 中 、 本殿 か ら 御 神 輿 に 神 様 の 御分 霊 を 移 す 様 子 は 、 祇 園祭 の 「 あ り 方 」 を 感 じ るこ と の で き る 瞬 間 だ 。　

2 0日 午 後 ５ 時 半 か ら

は 、 同 神 社 で 小 学 ５ 年 女児 ４ 人 に よ る 「 浦 安 の

て 、 山 口 県 指 定 無 形 民 俗文 化 財 「 鷺 の 舞 」 奉 納 、御
ご

神 じ ん

幸 こ う

式 へ と 続 く 。

　
昨 年 ５ 月 に 米 ニ ュ ー ヨ

ー ク ・ マ ン ハ ッ タ ン で 開か れ た 「 ジ ャ パ ン パ レ ード 」 に 招 か れ 、 現 地 で 演

奏 を 披 露 し た 山 口 祇 園 囃子 は 、 真

し ん ぐ り

車 山
や ま

と 菊
き く

水 す い

鉾 ぼ こ

、

２ 基 の 山

だし

車 か ら 音 色 を 響

か せ る 。 ７ 時 前 に 、 天

て ん

狗
ぐ

の 大 面 な ど と と も に 、 神輿 の 先 導 役 と し て 八 坂 神社 を 出 発 。 笛 （ 能 管 ）  ・締 太 鼓 ・ 鉦

し ょ う

の ３ 種 の 楽 器

で 、  「 日 和 神 楽 」  「 立

た つ

田
た

」

「 月 」 の ３ 曲 を 奏 で る 。　
７ 時 に は 、 ３ 基 の 〝 暴

れ 〞 神 輿 が 御 旅 所 を 目 指し 出 発 。 約 ２ ㌔ の 市 中を 、 白 い サ ラ シ に 白 い 半パ ン 、 白 足 袋 姿 の 「 男衆 」 が 担 ぎ 、 約 ２ 時 間 練り 歩 く 。 受 け 持 ち は 、 ８角 （ 約 ７ ０ ０ ㌔ ） が 宮 野地 域 に 住 む 人 を 中 心 と した 約 １ ５ ０ 人 、 ６ 角 （ 約６ ５ ０ ㌔ ） が 大 殿 地 域 に住 む 人 を 中 心 と し た 約 １３ ０ 人 、 ４ 角 （ 約 ６ ０ ０㌔ ） が 白 石 地 域 に 住 む 人を 中 心 と し た 約 １ ２ ０ 人だ 。　
商 店 街 ア ー ケ ー ド と 駅

通 り の 交 わ る 「 魔 法 の 屋根 」 の 下 で 、 ３ 基 の 神 輿が 同 時 に 回 さ れ る 様 子 は見 も の 。 ま た 、 そ の 近 くで は ２ 基 の 山 車 に よ る 餅ま き も あ る 。 そ し て 、 御旅 所 到 着 （ ９ 時 ご ろ ） 後に は 、 御 旅 所 祭 と し て 再度 、 鷺 の 舞 と 浦 安 の 舞 が奉 納 さ れ る 。

　 （ ２ 面 へ ）

山 口 祇 園 祭
「 小 規 模 な が ら ６ ０ ０ 年 の 歴 史 」

2 0～

2 7日
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

 お 知 ら せ　 本 号 へ の 「 サ ン デ ー 伝 言 板 」 の 掲 載 は あ り ま せ ん で し た 。 次 回 は ２ ３ 日 （ 水 ） 付 の 掲 載 予 定 で す 。 お 申 し 込 み は ウ ェ ブ サ イ ト の 「 各 種 お 申 し 込 み 」 ボ タ ン か ら 。

　
（ １ 面 よ り ） 御 中 日 祭

の

2 4日  （ 木 ）  に は 、 市 民 総

踊 り が 開 催 。 昨 年 よ り ３団 体 ・ １ １ ０ 人 多 い

3 4団

体 ・ １ ６ ９ ０ 人 の 市 民 が
「 大 内 の 殿 様 」 の 曲 に 合

わ せ て 、 中 心 商 店 街 （ 中市 ・ 米 屋 町 ・ 道 場 門 前 ・新 町 ・ 駅 通 り ） を 、 午 後７ 時 半 か ら ９ 時 ご ろ （ ８時 ５ 分 か ら

2 0分 は 休 憩 時

間 ） ま で 踊 り 歩 く 。 また 、 御 旅 所 で は ７ 時

1 5分

ご ろ か ら 祇 園 囃 子 が 演奏 。 ８ 時 か ら は 浦 安 の 舞が 奉 納 さ れ る 。　
最 終 日 と な る

2 7日 の 御

還 幸 に は 、  「 女 神 輿 」 も登 場 す る 。 午 後 ６ 時 半 から の 御 旅 所 祭 （ 浦 安 の 舞奉 納 ） に 続 き 、 法 被 姿 の女 性 た ち が ４ 角 を 担 ぎ 、６ 角 （ 大 殿 担 当 ）  、 ８ 角
（ 白 石 担 当 ） と と も に 出

発 。 再 度 市 中 を 練 り 歩き 、 ９ 時 ご ろ 八 坂 神 社 に帰 還 す る 。　
神 様 に 市 中 に 鎮 座 し て

も ら う こ と で 、 向 暑 時 の疫 病 退 散 や 、 天 変 地 異 の災 厄 を 払 う 願 い が 込 め られ た こ の お 祭 り 。

2 0日 か

ら

2 7日 ま で の 毎 日 、 御 旅

所 に 参 拝 す る 人 は 途 切 れず 、 夜 に は 協 賛 企 業 に よる 数 多 く の ち ょ う ち ん がと も さ れ る 。 御 旅 所 の 前で は 鷺 替 え 行 事 も 実 施 され る 。　
ま た 、

2 0日 ・

2 4日 ・

2 7

日 に 車 両 通 行 止 め と な る駅 通 り ・ 新 町 に は 露 店 も多 数 出 店 。 さ ら に 、 訪 れた 人 た ち に 楽 し ん で も らお う と 、 中 市 ・ 米 屋 町 ・道 場 門 前 の 各 商 店 街 は「 夜 市 」 も 実 施 す る 。

サ  ン  デ  ー  美  術  館

3 2 4

像 を ご 紹 介 す るべ く 、 南 米 の 熱

帯 湿 地 パ ン タ ナ ー ル に 生 息す る 多 種 多 様 な 動 物 の 生 態を 撮 影 し た 「 パ ン タ ナ ール 」 展 と 、 ラ イ フ ワ ー ク とし て 半 世 紀 以 上 に わ た っ て撮 り 続 け て い る イ エ ネ コ を軸 に 、 野 生 の ネ コ 科 動 物 たち も 交 え た 「 Ｔ Ｈ Ｅ

　
Ｃ Ａ

Ｔ Ｓ ね こ 科 」 展 を 同 時 開 催し て い ま す ▼ 本 日 ご 紹 介 する の は 、 パ ン タ ナ ー ル に 生息 す る カ ピ バ ラ 。 岩 合 さ んの 解 説 に よ る と 、  「 カ ピ バラ の 鼻 息 で ウ シ タ イ ラ ン チョ ウ が 飛 ば さ れ て い る の では な く 、 鼻 の 上 に 下 り よ うと し て い る 」 瞬 間 と の こ と▼ じ っ と 見 て い る と 、 優 しく 猫 に 近 づ い て い く 、 あ の岩 合 さ ん の 息 遣 い ま で も が伝 わ っ て く る よ う で す 。※ 「 岩 合 光 昭 写 真 展 」 よ り（ ９ 月 ７ 日 ま で ）

　
ね こ 写 真 家 と し て 、 お 茶

の 間 で も 大 人 気 の 岩 合 光 昭さ ん （ １ ９ ５ ０ 年 、 東 京 生ま れ ）  。 実 は 、  「 ナ シ ョ ナル ・ ジ オ グ ラ フ ィ ッ ク 」 誌の 表 紙 を ２ 度 も 飾 る な ど 、世 界 的 に も 高 く 評 価 さ れ てい る 動 物 写 真 家 で す ▼ 山 口県 立 美 術 館 で は 、 そ の 全 体 野 生 動 物 の息 遣 い岩 合 光 昭  『 パ  ン  タ ナ  ー  ル 』
（ ２  ０  ２  ０ ）  よ り

県 立 美 術 館

　 　

河 野

　
通 孝
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 山 口 井 筒 屋 ５ 階 今 週 の 催 し 案 内　 【 催 場 】 ～ ２ ２ 日 （ 火 ） ： 夏 の ご 当 地 グ ル メ ま つ り 。 【 美 術 ギ ャ ラ リ ー 】 ～ ２ １ 日 （ 月 ・ 祝 ） ： 田 村 覚 志 線 描 画 展 、 髙 野 友 美 陶 展 。

７ 月

1 7日  （ 木 ）

1 0時

3 0分 ～

1 2時

3 0分

こ こ と 小 郡 店 の 立 体 駐 車場 を ご 利 用 く だ さ い 。（ １ 時 間 無 料 券 を お 渡 し し ま す ）コ ミ ュ ニ テ ィ

ー
セ ン タ

ー

「 は ぁ も に ぃ ～ ♪ 」（ 新 山 口 駅 在 来 線 口

　
こ こ と 小 郡 店 前 ）

無 料

と

 き

と こ ろ参 加 料駐 車 場

▲ コ ー  プ  や ま ぐ ち H P

▲I n st a gr a m

７ 月

1 7日  （ 木 ）

 
「 子 育 て ひ ろ ば 」  に お 越 し く だ さ い ♪

次 月 は ８ 月

2 1日  （ 木 ）

夏 祭 り を 開 催 予 定 で す ！

◆ お 問 い 合 わ せコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０ （ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

　
布 お も ち ゃ 〝 魚 つ り 〞 や そ の 他 企 画 中 で

す 。 ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い 。　
子 育 て ひ ろ ば の 日 程 や 様 子 は 、 コ ー プ や

ま ぐ ち の ホ ー ム ペ ー ジ で も チ ェ ッ ク で き ます 。 急 な 予 定 変 更 の 場 合 が ご ざ い ま す ので 、 あ ら か じ め ご 確 認 く だ さ い ま す よ う お願 い 申 し 上 げ ま す 。

　
初 め て 参 加 さ せ て い た だ い

て 、 家 で 過 ご す 時 間 と は 違 う 時間 を 過 ご せ 、 子 ど も が 楽 し そ うに 遊 ん で い た の で 母 も 嬉 し か った で す ♪

　
お も ち ゃ も 沢 山 用 意

し て あ り 、 家 に は な い も の も あり 興 味 し ん し ん で し た 。 ま た 次回 も 来 た い と 思 い ま し た ！

　

（ ペ ン ネ ー ム

　
く ー ち ゃ ん さ ん ）

前 回 参 加 者 の 声

ほ  っ  と ひ と 息 で き る 場 所 で す　
赤 ち ゃ ん ・ 未 就 学 児 の お 子 さ ん が お ら れ

る ご 家 族 な ら 誰 で も 参 加 で き る 、 親 子 の 出会 い の 場 ・ ふ れ あ い の 場 。 基 本 的 に ノ ン プロ グ ラ ム で 、 の ん び り く つ ろ げ 、 自 由 に 過ご せ る 空 間 を 提 供 す る 場 で す 。　
参 加 予 約 は 不 要 。 参 加 料 無 料 。 い つ 来 て

い つ 帰 っ て も Ｏ Ｋ 。 の ん び り し た い 方 も 、お 友 だ ち を つ く り た い 方 も 、 ど う ぞ お 気 軽に ご 利 用 く だ さ い 。
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武 田 茂 院 長

肛 門 図

　
「 痔 」 は 、 男 女 問 わ ず 誰 に で も 起 こ り う る 身 近 な 病 気 だ が 、 デ リ ケ ー ト

な 部 位 だ け に 人 に 相 談 で き ず 、 一 人 で 悩 む 人 も 多 い 。 そ し て 、  「 恥 ず か しい 」  「 手 術 は 怖 い 」 な ど の 理 由 で 受 診 を た め ら っ て し ま う と 、 症 状 を 悪 化さ せ る こ と に も な る 。 柴 田 病 院 （ 山 口 市 大 内 矢 田 北 ５ ） は 開 院 以 来 、 ６５ ０ ０ 件 以 上 の 肛 門 外 科 手 術 を 手 が け て き た 。 そ こ で 、 自 ら も 執 刀 す る武 田 茂 院 長 に 、 痔 の 治 療 に 関 す る あ れ こ れ を 聞 い た 。

み 、 皮 膚 か ら 膿 が 出 る とい っ た 症 状 が 現 れ ま す 。頻 繁 に 下 痢 を す る 人 や 、慢 性 的 な 切 れ 痔 で 傷 が 深く な っ て い る 人 が な り やす い 疾 患 で す 。

法 で 、 専 用 の 薬 剤 （ ジ オン 注 な ど ） を 内 痔 核 に 注射 し 、 血 流 を 減 少 さ せ て痔 核 を 固 め 、 粘 膜 に 癒 着さ せ ま す 。 適 応 例 は 限 定さ れ ま す が 、 短 期 間 の 治療 が 可 能 で 、 痛 み も 少 ない の が 特 徴 で す 。

ま す が 、 概ね １ 週 間 程度 を 目 安 とし て い ます 。　
脱 出 の 程

度 の 軽 い 痔に 対 し ては 、 硬 化 療法 も 有 効 です 。 こ の 治療 は 、 い ぼ痔 を 切 除 しな い 注 射 療

　
痔 に は 、 大 き く 分 け て

「 い ぼ 痔 」  「 切 れ 痔 」  「 痔ろ う 」 の ３ タ イ プ が あ りま す 。　
症 例 が 最 も 多 い 「 い ぼ

痔 （ 痔 核 ）  」 は 、 肛 門 部に い ぼ 状 の 腫 れ も の が でき る 病 気 で す 。 内 側 に でき る 「 内 痔 核 」 は 、 排 便時 の 出 血 が 主 な 特 徴 で 、進 行 す る と 肛 門 か ら 脱 出す る こ と も あ り ま す 。 外側 に で き る 「 外 痔 核 」 は激 し い 痛 み を 伴 う こ と が多 く 、 血 栓 が で き る と 急激 に 腫 れ 上 が り ま す 。　
「 切 れ 痔 （ 裂 肛 ）  」 は 、

硬 い 便 や 下 痢 な ど の 刺 激に よ り 、 肛 門 の 粘 膜 が 裂け た 状 態 で す 。 い ぼ 痔 の次 に 多 い 疾 患 で 、 便 秘 気味 の 女 性 に よ く 見 ら れ る病 気 で す 。　
「 痔 ろ う （ 痔 瘻 ）  」 は 、

肛 門 周 囲 に 膿

う み

が た ま り 、

直 腸 か ら 肛 門 外 に ト ン ネル 状 の 管 が で き る 病 気 です 。 肛 門 周 り の 腫 れ や 痛

　
手 術 の 成 否 は 、 術 後 の

ケ ア に も 大 き く 左 右 さ れま す 。 当 院 で は 、 手 術 後の 創 部 管 理 は も ち ろ ん 、再 発 防 止 の た め の 生 活 指導 に も 力 を 入 れ て い ます 。 排 便 習 慣 の 改 善 、 食事 内 容 の 見 直 し 、 適 度 な運 動 の 推 奨 な ど 、 患 者 さん の 生 活 ス タ イ ル に 合 わせ 、 具 体 的 な ア ド バ イ スを 行 い ま す 。　
症 状 を 放 置 す る と 進 行

も 進 み 、 治 療 が 複 雑 に なっ た り 、 治 療 期 間 が 長 くな っ た り す る 可 能 性 が あり ま す 。 早 期 に 適 切 な 診断 を 受 け る こ と が 、 快 適な 日 常 生 活 を 取 り 戻 す 近道 で す 。　
ま た 、 排 便 時 の 痛 み や

出 血 は 痔 の 特 徴 的 な 症 状で す が 、 例 え ば 大 腸 が んで も 同 様 の 症 状 が 現 れ るこ と が あ り ま す 。  「 痔 だと 思 っ て い た ら 、 命 に かか わ る 病 気 だ っ た 」 と いう こ と も 少 な く あ り ま せん 。 肛 門 科 を 受 診 す る のを 恥 ず か し い と 感 じ る 人も い る と 思 い ま す が 、 軽視 せ ず に 診 察 を 受 け る こと が 大 切 で す 。　
痔 は 、 決 し て 特 別 な 病

気 で は あ り ま せ ん 。 気 にな る 症 状 が あ れ ば 、 お 気軽 に ご 相 談 く だ さ い 。

　 「 痔 の 手 術 は 痛 そ う 」
「 怖 い 」 と い っ た 不 安 を

解 消 し 、 安 心 し て 治 療 を受 け て い た だ け る よ う 、プ ラ イ バ シ ー に 配 慮 し た診 療 環 境 の 整 備 、 わ か りや す い 説 明 、 同 意 に 基 づく 治 療 方 針 の 決 定 、 患 者さ ん と の 十 分 な コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン を 心 が け て いま す 。 そ し て 、 院 長 自 らが 執 刀 医 を 務 め る こ とで 、 一 貫 し た 治 療 方 針 の

も と 、 患 者 さ ん の 症 状 や生 活 背 景 を 考 慮 し た 、 最適 な 治 療 法 を 選 択 し て いき ま す 。 軽 度 の 症 状 で あれ ば 、 保 存 的 治 療 か ら スタ ー ト 。 手 術 が 必 要 な 場合 で も 、 患 者 さ ん の 負 担を 最 小 限 に 抑 え る 術 式 を選 択 し ま す 。　
手 術 で は 、 局 所 麻 酔 を

用 い る こ と で 痛 み を 完 全に 取 り 除 き ま す 。 手 術 の時 間 は 症 状 に よ っ て 異 なり ま す が 、 通 常 は
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分 程 度 で 完 了 し ま す 。 麻酔 が 切 れ た 後 の 痛 み に つい て も 、 効 果 的 な 鎮 痛 薬の 投 与 に よ っ て 患 者 さ んの 負 担 を 最 小 限 に 抑 え てい ま す 。 手 術 後 の 入 院 期間 は 症 状 に よ っ て 異 な り

肛 門 外 科 手 術 を ６  ５  ０  ０ 件 以 上 執 刀 し た 柴 田 病 院痔 の 治 療 に つ い て 、    武 田 茂 院 長 に 聞 く

痔 の 種 類

手 術 後 の ケ ア の 重 要 性早 期 受 診 が 大 事 な 理 由

治 療  へ  の ア プ ロ ー チ

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


